






要約:10 施設における外来通院中の白血病患者 135 例につき血液外来日誌による日常生活

の調査を行った。調査時年齢は 3歳から 18歳までで平均 8歳であった。就学児における 1

ヵ月平均の休学日数は急性リンパ性白血病(ALL)で 2.2 日、非リンパ性(ANLL)で 12,9 日で

あった。外来治療中の嘔吐は1ヵ月平均 ALL で 3.2日,ANLL で 6,6 日であり,発熱は ALL で

O.9 日,ANLL で 3,2 日,発熱時の白血球数は 1,O00～3,000 がもっとも多かった。学校体育へ

の普通参加例は 84%であった。 


